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 10月24日（日）に開催予定の「第52回 田辺俳句大会」の作品の公募を下記のとおり行います。 

 この大会は、田辺市及び周辺地域在住の俳句愛好家のみなさんが結社を越えて行う大会です。皆様

奮って御応募ください。なお、今後の新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、内容変更及

び開催を中止する場合があります。 

１ 主催    田辺市俳句連盟・田辺市中央公民館 

 

２ 大会部門  

（１）一般の部 

（２）小学生の部 

（３）中学生の部 

 

３ 応募方法 

（１）未発表の作品５句１組（一人あたり最大５組まで） 

   ただし、中学生以下の部については、２句１組とします。 

 

（２）整理料１組につき1,000円。応募の際に大会事務局へ納入してください。 

  （中学生以下は、無料） 

  （郵送による応募の場合は、郵便小為替を同封してください。） 

 

（３）作品は所定の投句用紙又は原稿用紙に楷書で丁寧に書き、マスを空けずに上部から連続して書 

   いてください。なお、前書き及びルビ（ふりがな）は付けないでください。 

   応募用紙は、田辺市民総合センター３階 田辺市中央公民館及び各公民館にてお渡しします。 

   また、公式ホームページからもダウンロードできます。 

 

（４）俳号のほか、住所、氏名及び電話番号を記載してください。 

 

４ 受付期間   令和３年８月２日（月）～８月31日（火） ※当日消印有効 

         ※中学生以下の部は、９月７日（火）まで 

 

５ 申込先    田辺市俳句連盟事務局 

         〒646-0028  

         和歌山県田辺市高雄一丁目23番１号 教育委員会生涯学習課内 

         TEL：0739-26-4925  FAX：0739-25-6029 

第52回 田辺俳句大会 作品の公募について 

令和３年度 長野作品展開催中止のお知らせ 

 例年11月に開催しておりました長野作品展について、文化委員長と公民館長とで協議した結果、新型

コロナウイルス感染拡大防止及び来場される皆様の健康と安全を最優先に考慮し、本年度は中止するこ

とといたしました。 

 これに伴い、作品展についての文化委員会も中止とさせていただきます。その他の行事については、

また案内をさせていただきますので、ご了承ください。 

 長野作品展への出展、又は、来場を楽しみにされていた方には、誠に申し訳ございませんが、ご理

解、ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 来年は開催を予定しておりますので、ご参加いただけたらと思います。 

事務所：田辺市中三栖８０５番地 三栖コミュニティセンター内 
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衣笠中学校で防災学習が行われました！！ 

 ７月13日（火）に衣笠中学校の１年生を対象に伏菟野地

域ついて防災学習が行われました。 

 この日は1年生を２組に分けて、１組が実際に深層崩壊

が起きた現場を訪れて、前伏菟野区長の宮永昌幸さんにお

話をしてもらい、もう１組が学校で災害当時区長をされて

いた谷口順一さんのお話を聞きました。生徒たちは初めて

伏菟野地区を訪れた子がほとんどで、衣笠中学校の校区で

もあること、そして10年前に大変悲しい出来事が起きたと

いうことを肌で感じました。 

 実際に被災された方の生の言葉には非常に重みがあり、

私たちの想像を絶するような悲しみや苦労を体験されたこ

とがひしひしと伝わってきました。また、谷口さんのお話

の中で被災当時の写真を見ることができ、その中には家屋

や車が土砂によって跡形もなく押しつぶされている写真も

ありました。そのような生々しい写真を見ることで、深層

崩壊がもたらした被害の大きさや悲惨さ、このような災害

が起こりうる恐怖というものをより現実的に実感すること

ができました。 

 現在、深層崩壊が起きた場所には、災害復興記念碑とい

う石碑が建てられています。この場所を訪れた人に、伏菟

野が大きな災害に見舞われた悲しい地域であると思われる

のではなく、悲しい過去を風化させてはいけないが、今は

その過去を乗り越えて、みんなが前を向いて暮らしている

素敵な土地であるということを伝えるために、慰霊碑では

なく記念碑にしたそうです。 

 中学生たちも実際に目で見て、耳で体験談を聞くこと

で、災害の怖さ、伏菟野地域の魅力を実感することができ

たのではないでしょうか。 

 深層崩壊が起きた現場には450本の桜と180本の紅葉が植

樹されており、四季を楽しむことができるスポットになっ

ておりますので、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。 

 宮永さん、谷口さん貴重なお話をしていただきありがと

うございました。 



長野公民館だより 
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 ７月13日（火）、第１回長野小学校学社融合推進協議会が開催されました。 

 第１回目は、協議会を設置する目的や組織体制、事業内容や年間計画についての話し合いが

行われました。 

 「地域と共にある学校づくり －学校・家庭・地域のみんなで自立・共生・健康をめざし

て－」をテーマに設置されたこの協議会は、長野小学校の学校運営や課題に対して、保護者や

地域住民の方々が参画できる仕組みを構築し、子どもの教育に対する課題や目標を共有し、地

域全体で学校を支援する体制作りや課題解決などに向けた取り組みを推進していきます。 

 昨年度の会議では、例年８月に行っている小学校の整備作業について、暑い時期に樹木の剪

定をするのは大変だったので、夏は草刈りを中心に行って時間を短縮した方がいいのではとい

う意見が出ました。また、運動会は、小学校のみのものになったが、半日開催は良かったとい

う声や、コロナの影響で色々と制限されたため、委員なのに学校とあまり関われず残念だった

という声が上がりました。 

 今回は第１回目の協議会でしたが、昨年に引き続き参加してくださっている方もおり、昨年

の反省や今後の課題など、多くの意見が出る活発な会議となりました。 

 昨年までは学校づくり委員会と地域づくり委員会の二つの委員会が中心となり、活動してい

おりました。しかし、昨年度の会議で、二つの委員に分けていても重複して活動しており、分

ける意味がないのではないかという意見が出たので、今年度から一つにまとめることになりま

した。 

 また、現在地域が抱えている課題として、通学路の安全確保が挙げられました。西原付近の

道路は長野地域外の方も通ることが多く危険であるため、カラー歩道にする等の対策が必要で

あるといった意見も出ました。 

 この会議を通して、長野地域の方々は日頃から子どもたちの事を考えてくださっていて、学

校と協力して子どもたちを見守る体制が整っているなと、改めて感じることができました。 

役員さんご紹介（敬称略） 

会長  那須 勝美 

副会長  茶端 豊 

副会長  那須 利孝 

委員   中垣 桂子・米本 憲市 

  那須 幸代・小池 靖美 

  西田 生 ・上地 信之 

長野小学校校長  山田 隆司 

事務局  橘  亜門 
学社融合推進協議会の様子 

第１回長野小学校学社融合推進協議会が開催されました 

令和３年 ８月号 

移動図書館 日程 

場所 日時 

東原多目的集会所 ８月25日（水)   ９時30分～10時10分 

③ 

実施時期 実施事項 

４月  

５月  

６月  

７月 第１回協議会 

プール監視 

８月 校内整備作業 

（運動会代表者会議） 

９月 （運動会準備） 

（運動会） 

10月 ほたる学習 

11月 （地区内ハイキング） 

（長野小学校学習発表会） 

12月 授業参観 第２回協議会 

読み聞かせ（那須幸代氏） 

１月 昔の遊び体験（老人クラブ） 

２月 校内整備作業（樹木剪定） 

第３回協議会 

３月 ふるさとをきれいに（地域清掃活動） 

年間行事計画 

 上記の表が学社融合推進協議会での年間行事計画となります。校内整備作業や区民運動会

等、地域の皆様にお力添えいただくこともあると思いますが、ご協力の程よろしくお願いいた

します。 

 地域全体で、子どもたちが安心して学ぶことのできる長野地域を創っていきましょう。 

昨
年
度
の
活
動
の
様
子 

南方熊楠の看板が改修されました！！ 

 ７月号の館報にも掲載していました、熊野川地域の入り口

付近の看板が修繕され新しくなりましたので、近くをお通り

の際はぜひご覧ください。 


